
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中秋の名月 

校長 小 松 鉄 治 

中秋とは旧暦の８月１５日のこと。旧暦の秋のちょうど真ん中で、1年間で最も美しい月が見られると

言われています。空気が澄んで月がひときわ輝いて見え、見上げる月の高さも程よいのだそうです。竹取

物語のかぐや姫が月へ帰ったのもこの日のようです。今年の中秋の名月も神秘的に輝いていて、よく目を

凝らせば、月へ帰るかぐや姫の姿が見えるのではないかと思ったほどです。 

さて、詩人で書家の“相田みつを”さんは「美しいものを美しいと思えるあなたの心が美しい」という

言葉を残されています。私は教師として、長年この考え方を大事にしてきました。勝手に解釈を広げて、

「汚いものを汚いと思える」「よくないことをよくないと思える」「正しいことを正しいと思える」等、

当たり前の感覚をもっていれば、当たり前の意識が育って、当たり前の行動がとれるようになるんだよと

機を見て子どもたちに伝え続けました。 

  小学校は、その当たり前を学ぶ最適な場と考えます。生まれ 

や育ちが違い、価値観の違う子どもたちが、たまたま同じ学校、 

同じ学年、同じ登校班、同じ縦割り班、…になり、協力や衝突、 

譲り合いやすれ違いを通して、自分たちなりの「当たり前」を 

生み出し、育んでいくのです。 

ずいぶん涼しくなり、何をするにも良い季節となりました。 

子どもたちの健全な成長に、引き続きお力をお貸しください。 

【写真】算数の学習に、自分なりに懸命に取り組む“とても美しい”１年生の姿です。 

本郷小だより 
 夢をめざし ともに育つ 本郷っ子 ～未来を切り拓く子に～ 

 

第５号 

令和 6 年 ９ 月 

校長室から 

論語をよむ ～孔子の教え～ 

 

曽
そ う

子曰
し い

わく、夫子
ふ う し

の道
みち

は、忠恕
ちゅうじょ

のみ。 

○曽子の言葉。「私たちの先生である孔子は、この世の中で人と人とが気持ちよく生きていく上で一番大切なものとは、まご

ころから出た思いやりであることを、ずっと変わらず私たちに説きつづけられました」 

 

☆「忠恕」とは何でしょうか。「忠」とは、真心。「恕」とは、思いやりです。 

つまり「忠恕」とは「真心からでた思いやり」ということになります。 

お互いを思いやることができれば、悪意あるいたずら・いじめはもちろん、世界的な課題である環境・食糧・エネル 

ギー問題などにも、解決の道が開かれるでしょう。住みやすい世の中になるに違いありません。 

 

出典 論語章句集（岡山県教育委員会） 
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秋季運動会 
 9月15日(日)、心配された天気も回復し、秋季運動会を開催することができました。来賓の方々をはじめ、大勢のご家
族･親戚･地域の方々が観覧に来てくださいました。子ども達は、皆さんの声援と拍手を力に、練習以上の力を出すことがで
きました。来賓種目やPTA種目、親子種目、各種団体リレー、哲多小唄など、保護者や地域の方も快く参加してくださり、
大変盛り上がりました。ありがとうございました！ 

  運動会に向けて、草取りなどの環境整備、哲多小唄の指導、テント等

の設営や片付け等、大変お世話になりました。おかげ様で子どもたちの

笑顔輝く素敵な運動会になりました。本当にありがとうございました。 

本郷小学校 校内研究の紹介② 

家庭学習部は、児童の学力定着を図るために、家庭で

の学習をどのように進めていくか考えていくチームで

す。今年度は次のような取り組みをしています。 

☆生活宿題（今年度は「親子読書」を加えました。） 

☆メディアコントロール（メディアを見る時間を減ら

し、親子のふれあい、読書の時間等を増やすねらい

です。） 

☆自主学習（取組例を紹介したり、1冊達成者を掲示

したりして、意欲の向上を図っています。） 

どの取組も、頑張った児童を表彰する機会を設け、児

童が意欲的かつ主体的に取り組めるようにしています。 

 次回は、学力定着部を紹介します。 


